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SUMMARY OF EXECUTION AND RESULTS 

K- 4 He原子の 3d→ 2p X線を測定し、2p状態の強い相互作用シフトを高精度で決定する実

験を行った。本実験は、昨年 10月に同目的で実施された E570の延長実験として行われた。

E471/E549のセットアップに X線検出器「 Si l icon Dri f t  Detec tor  (SDD)」を増設し、液体

ヘリウムを標的とした静止 K - 反応からの X線を測定した。バックグラウンド低減の為、

入射 K - 及び上下左右に放出される崩壊荷電粒子を用いた ver tex情報からの f iducia l  cutは
必須である。従って、  (静止 K - ,上下荷電粒子 )、 (静止 K - ,左右荷電粒子 )、及び K - ビーム

(prescaled)の 3種のビーム起因トリガーを混ぜてデータ収集を行った。 SDDからのシグナ

ルは、他のトリガーを形成している検出器のシグナルに比べ遅いため、上記のトリガー

に加わっていない（これらの t r igger  ra teは SDD hi tの要求なしでも prescaleせずデータ収集

可能 )。一方、 SDDのキャリブレーション用に、別トリガーとして SDD sel fトリガーデー

タを収集した。また、 off  spi l l時には、チェンバー及びカウンターのキャリブレーション

の為、測定器系を上下・左右に通り抜けていった宇宙線のトリガーデータも収集した。

前サイクルにおいては、既に前回の execut ion repor tで報告したとおり、 6個の SDDのう

ち、（冷却・昇温のヒートサイクル等による劣化の為）実際に 180eV(FWHM)の分解能で

動作した SDDは 3個であったが、本延長実験においては、種々の改良により 7個の SDDを

同分解能で動作させることに成功した。最終的に Product ion runとして得られたデータは、

約 34シフト分。ビーム強度は前サイクルと同様であったと仮定し、単純に SDD増量分 (7 /3)
も考慮すると、 E570おいて得られた全統計は、前サイクルの約 2倍強となった。  
EXECUTED MACHINE TIME,  BEAM  CONDITION,  DOWN TIME e t c .  

測定器系・トリガー作成の調整は、加速器 Tuningの期間と最初の 2シフト (～ 14時間 )で
終え、 12月 14日から product ion runを開始した。以降、データ収集期間は 40シフト、順調

に定常実験を行った。このうち 2.5シフト (～ 21時間 )はキャリブレーション用に極性を反

転したビーム等を用いたキャリブレーションデータを収集した。液体ヘリウム供給のた

めのブレークには、１日に平均約 1時間半程度（一日約 4回のエリアエントリー）で総計

約 2.5シフト (～ 20時間 )要した。また、定常なデータ収集に移行後の加速器側の原因によ

るビームオフ（ Linac down,  MR down等）は約 1.3シフト (～ 10時間 )であった。  
K5 on targetでの一次ビーム照射強度は、前サイクル同様、平均 1.7×10 1 2 程度と、E471

で実現していた“ 2.0×10 1 2 ”を超える強度は得られなかった。  
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